
今
年
で
一
一
七
年
目
を
迎
え

る
「
長
徳
寺
不
動
尊
蘇
民
祭
」

が
三
月
六
日
（
日
）
に
修
行
い

た
し
ま
す
。
当
山
に
安
置
し
奉

る
不
動
明
王
（
胎
内
佛
）
は
慈

覚
大
師
（
天
台
宗
延
暦
寺
第
三

世
座
主
）
の
御
作
と
言
わ
れ
、

一
二
〇
年
目
に
は
御
開
帳
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
元
々
は
花

泉
町
油
島
、
白
山
姫
神
社
（
林

泉
山
白
王
寺
）
の
本
尊
と
し
て

安
置
し
て
い
た
が
、
明
治
三
年

神
佛
分
離
令
依
り
明
治
八
年
に

同
町
曹
洞
宗
満
昌
寺
に
移
奉
さ

れ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
六

年
に
同
寺
火
災
の
為
、
全
焼
す

る
中
、
当
不
動
明
王
は
奇
跡
的

に
災
難
を
免
れ
た
。
そ
の
後
、

御
縁
あ
り
明
治
二
十
七
年
秋
当

山
に
て
御
招
請
奉
安
と
な
り
、

（
当
時
、
蘇
民
祭
も
一
緒
に
継

が
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
）
以

来
一
一
七
年
諸
災
難
消
除
、
五

穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
又
は
胎

内
佛
の
御
縁
に
預
か
り
安
産
祈

願
等
の
御
利
益
広
大
な
中
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
、
蘇

民
祭
当
日
は
、
余
興
に
東
方
落

語
（
真
打
ち
）
「
川
野
目
亭
南

天
様
」
前
座
に
「
今
野
家
な
に

も
・
か
に
も
様
」
に
よ
る
寄
席

も
行
い
ま
す
の
で
是
非
御
家
族
、

ご
近
所
の
皆
様
で
お
越
し
下
さ

い
。

三
月
十
九
日
（
土
）
午
前
十
一

時
～
長
徳
寺
本
堂
に
於
い
て
春

季
彼
岸
法
要
を
修
行
致
し
ま
す
。

御
申
込
み
の
方
は
、
各
家
先
祖

代
々
及
び
年
回
忌
供
養
等
を
、

御
担
当
寺
役
様
へ
御
連
絡
下
さ

い
。
又
、
皆
様
の
墓
地
に
古
く

な
り
ま
し
た
塔
婆
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
長
徳
寺
墓
地
水
汲
み

場
に
「
古
塔
婆
置
き
場
」
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
持

ち
頂
き
、
お
彼
岸
時
の
お
墓
の

掃
除
の
時
に
で
も
御
確
認
頂
き
、

常
に
お

墓

を
綺
麗

に

す
る
様

に

心
が
け

ま

し
ょ
う

。

昨
年
の
夏
は
、
こ
れ
ま
で
の

記
録
が
次
々
と
塗
り
替
え
ら
れ

る
ほ
ど
の
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
。

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
の
飛
散

量
は
、
前
年
の
七
～
八
月
の
気

温
と
日
照
時
間
に
大
き
く
左
右

さ
れ
、
気
温
が
高
い
ほ
ど
、
そ

し
て
日
照
時
間
が
長
い
ほ
ど
、

翌
年
の
花
粉
の
飛
散
量
は
増
え

ま
す
。
昨
年
の
七
～
八
月
の
気

象
条
件
は
ま
さ
に
こ
の
条
件
に

あ
て
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
観
測

結
果
か
ら
、
花
粉
の
飛
散
量
の

少
な
か
っ
た
年
の
翌
年
は
気
象

条
件
が
悪
く
て
も
花
粉
の
飛
散

量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ

る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
は
花
粉

の
飛
散
量
が

と
て
も
少
な

い
年
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、

今
年
の
花
粉

の
飛
散
量
は

か
な
り
多
く

な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
毎
年

花
粉
症
で
悩
ん
で
い
る
方
も
、

ま
だ
花
粉
症
に
か
か
っ
て
い
な

い
方
も
、
花
粉
症
情
報
を
最
大

限
活
用
し
て
、
こ
れ
か
ら
訪
れ

る
花
粉
症
の
季
節
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。
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住 職

渋谷真之

彼岸という言葉は仏教用語からで
きたもので、梵語〔ぼんご〕「波
羅密多〔はらみた〕」の訳だと言
われています。正しくは到彼岸
〔とうひがん〕、つまり生死を繰
り返す迷いの世界（生死輪廻〔しょ
うじりんね〕）である此岸（この
世）を離れて苦しみの無い安楽
（涅槃常楽〔ねはんじょうらく〕）
な彼岸に至るという意味です。そ
の内容にも仏教の影響が多く見ら
れますが、他の仏教国には無い日
本固有の信仰です。

編

集

後

記

三
月
は
、
お
祭
り
に
お
彼
岸

な
ど
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
着
々

と
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
温
か
く
な
り
ま
す
と
体
を

動
か
し
た
く
な
り
ま
す
ね
。
私

も
趣
味
の
山
登
り
の
計
画
を
立

て
始
め
る
予
定
で
す
・
・
・
。

住

職

蘇民祭日程

健

康

メ

モ


